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ペ
ー
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告

示

〇
鳥
獣
保
護
区
の
指
定�

（
自
然
保
護
課
）　
　

一

〇
平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
八
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
改
正�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
六
号
（
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
指
定
）
の
一
部
改

正�
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同　
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二

〇
令
和
二
年
度
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城
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看
護
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室
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二

〇
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事
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縦
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〇
道
路
の
区
域
変
更�

（
道　
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課
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〇
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同　
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三

〇
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砂
災
害
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砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除�
（
防
災
砂
防
課
）　
　

四

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可�

（
都
市
計
画
課
）　
　

四

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出�

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

四

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

四

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定
（
四�

件
）�

（
警
察
本
部
会
計
課
）　
　

五

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催�

五

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出�

六

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

六

〇
政
治
団
体
の
解
散
届�

六

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
））�

七

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

七

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
六
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

名
称

　
　

南
三
陸
町
海
域
鳥
獣
保
護
区

二　

区
域

　

�　

気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
の
海
岸
線
市
町
境
界
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
五
分
二
五
・
四
三
秒
、
東

経
一
四
一
度
三
二
分
三
七
・
九
五
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
四
分
五
二
・
一
九
秒
、
東

経
一
四
一
度
三
三
分
二
七
・
二
七
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
四
分
五
〇
・
九
四
秒
、
東

経
一
四
一
度
三
四
分
一
七
・
〇
九
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
四
分
一
五
・
二
五
秒
、
東

経
一
四
一
度
三
四
分
三
八
・
三
七
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
三
分
八
・
六
八
秒
、
東
経

一
四
一
度
三
四
分
二
七
・
八
〇
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
二
分
四
四
・
八
七
秒
、
東
経

一
四
一
度
三
四
分
四
六
・
九
二
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
一
分
二
・
四
一
秒
、
東
経
一

四
一
度
三
四
分
七
・
六
四
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
北
緯
三
八
度
四
〇
分
五
五
・
七
秒
、
東
経
一
四
一

度
三
三
分
一
五
・
七
一
秒
の
海
域
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
船
形
島
西
端
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
本
吉
郡
南

三
陸
町
戸
倉
字
長
清
水
地
内
長
清
水
川
河
口
の
右
岸
を
直
線
で
結
び
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
北
上
し
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

四　

当
該
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

　
　
　

希
少
鳥
獣
生
息
地

　

２　

指
定
理
由
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�　

当
該
区
域
は
、
冬
季
に
飛
来
す
る
オ
オ
ワ
シ
・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な
鳥
類
が
生
息
し
て
お

り
、
国
の
天
然
記
念
物
で
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
二
〇
一
九
に
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ク
ガ

ン
の
数
少
な
い
県
内
の
越
冬
地
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

�　

ま
た
、
平
成
三
十
年
十
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
対
策
の
一
環

と
し
て
、
右
記
希
少
な
鳥
類
の
生
息
の
場
を
保
護
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

３　

管
理
方
針

　
　

�　

区
域
を
明
確
に
表
示
す
る
た
め
、
案
内
板
及
び
制
札
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
県
職
員
及
び
自
然
保
護

員
に
よ
り
区
域
内
を
巡
視
し
、
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
を
行

う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
七
号

　

平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
十
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

上
品
山
硯
上
山
鳥
獣
保
護
区
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

区
域

　

�　

石
巻
市
福
地
字
加
茂
崎
地
内
挟
川
と
加
茂
崎
地
区
と
中
原
地
区
を
結
ぶ
林
縁
に
沿
っ
た
農
道
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
東
進
し
石
巻
市
道
加
茂
崎
畠
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
石

巻
市
大
福
地
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
中
原
地
区
と
中
道
地
区
を
流
れ
る
沢
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
東
進
し
石
巻
市
沢
釜
沢
国
有
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し

針
岡
地
区
と
雄
勝
町
雄
勝
地
区
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
及
び
西
進
し
県
道
雄
勝
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
専
用
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
専
用
道
路
を
北
西
進

及
び
西
進
し
石
巻
市
道
中
畑
台
畑
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
石
巻
市
道
大
瓜
水
沼
真
野
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
石
巻
市
道
寺
内
与
市
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
進
し
一
級
河
川
水
沼
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
及
び
同
川
上
流
の
沢
沿
い
を
北
西
進
及
び
北
東

進
し
舘
下
入
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
沿
い
を
北
東
進
し
石
巻
市
福
地
国
有
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
一
級
河
川
挟
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
河
川
右
岸
堤
防
沿
い
を
北
東
進
し
起

点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

　

上
品
山
硯
上
山
鳥
獣
保
護
区
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

当
該
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

　

１　

指
定
区
分　

　
　
　

希
少
鳥
獣
生
息
地

　

２　

更
新
理
由

　
　

�　

当
該
区
域
は
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
希
少
な
野
生
鳥
獣
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
区
域
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
以

降
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
等
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
繁

殖
に
適
し
た
自
然
環
境
は
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
に
よ
り
繁
殖
に
適
し
た
環
境
を
保
全

し
希
少
な
野
生
鳥
獣
の
保
護
繁
殖
を
図
る
た
め
、
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
八
号

　

平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
八
号
（
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二
年
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
一
号
中
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

１　

名
称

　
　
　

境
堤
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　

第
一
号
中
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

３　

存
続
期
間

　
　
　

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
二
十
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
三
十
九
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
千
十
六
号
（
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
二

年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

牡
鹿
半
島
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

存
続
期
間

　
　

令
和
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
一
年
間
）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
号

　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
宮
城
県

准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
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令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
期
日

　
　

令
和
三
年
二
月
十
六
日
（
火
）

　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

二　

試
験
場
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
一
丁
目
三－

一　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台

三　

受
験
願
書
受
付
期
間

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

四　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
保
健
福
祉
部
医
療
人
材
対
策
室
看
護
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
六
一
五
）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
一
号

　

県
営
柴
田
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

柴
田
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鮎
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
鮎
川
浜
向
田
無
番
地
先
か
ら

同
市
鮎
川
浜
マ
マ
ノ
上
六
番
一
地
先
ま
で

　

Ａ

一
二
・
一
～

�

三
七
・
三

七
五
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
及
び
Ｄ

は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷

地
の
区
分
を
い

う
。

前
Ｂ
　

九
・
五
～

�

一
〇
・
三

四
四
〇
・
〇

　

Ｃ

一
〇
・
一
～

�

二
二
・
三

二
六
四
・
〇

　

Ａ

一
二
・
一
～

�

三
七
・
三

七
五
〇
・
〇

後
Ｂ

一
〇
・
一
～

�

一
〇
・
三

一
四
〇
・
〇

　

Ｃ

一
〇
・
一
～

�

二
二
・
三

二
六
四
・
〇

　

Ｄ
　

九
・
五
～

�

二
二
・
〇

一
九
五
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
鮎
川
浜
向
田
無
番
地
先
か
ら

同
市
鮎
川
浜
マ
マ
ノ
上
六
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

十
月
二
十
六
日

�

午
前
十
時



第149号　令和２年10月23日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
四
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
令
和
元
年
五
月
二
十
四
日
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
号
）
の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
第
七
条
第

六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
及
び
第
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

荒
巻
青
葉

急
傾
斜
地

の
崩
壊

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
（
次
の
図
の
と

お
り
）

宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
及
び
仙

台
市
役
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
五
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

富
谷
市
明
石
台
東
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

富
谷
市
明
石
台
二
丁
目
二
十
二
番
地
十

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
二
年
十
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
鶴
田
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
十
月
四
日

佐　

藤　

政　

重

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
六
十
二
番
屋
敷
二

十
二
番
地
五

監　

事

令
和
二
年
十
月
四
日

渡　

邊　

信　

雄

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
鶴
野
十
七
番
地
の

一

監　

事

令
和
二
年
十
月
四
日

菊　

地　

正　

美

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
後
蒲
三
十
九
番
地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
二
年
十
月
三
日

髙　

橋　

文　

夫

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
的
場
二
番
地

監　

事

令
和
二
年
十
月
三
日

山　

崎　

辰　

男

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
要
害
二
十
八
番

地

監　

事

令
和
二
年
七
月
三
十
日

鈴　

木　

史　

人

大
崎
市
鹿
島
台
深
谷
字
藤
坊
十
三
番
地

監　

事

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
本
郷
字
焼
野
百
三
十
六
番
、
百
三
十
八
番
、
百

三
十
九
番
、
百
五
十
九
番
、
百
六
十
番
二
、
百
六
十
四
番
、

百
三
十
六
番
地
先
水
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
青
葉
区
国
見
六
丁
目
八
十
七
番
地
一

�

一
般
社
団
法
人
Ｄ
Ｗ
Ｃ　
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�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
放
置
駐
車
違
反
処
理
シ
ス
テ
ム
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
九
月
二
十
四
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式

会
社　

東
京
都
港
区
芝
浦
一
丁
目
二
番
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
四
千
六
百
七
十
八
万
四
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
放
置
駐
車
管
理
シ
ス
テ
ム
機
器
等
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
九
月
二
十
四
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四

番
一
号

五　

落
札
金
額　

一
億
二
百
三
十
九
万
九
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ
①
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
九
月
二
十
五
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四

番
一
号

五　

落
札
金
額　

十
八
億
六
千
二
百
二
十
一
万
七
千
六
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
接
続
機
器
賃
貸
借　

一

式
二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
九
月
二
十
五
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社　

東
京
都

港
区
港
南
二
丁
目
十
五
番
三
号

五　

落
札
金
額　

四
億
六
千
百
九
十
四
万
七
千
二
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
六
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
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�

教
育
長　
　

伊　
　

東　
　

昭　
　

代　
　
　

一　

日　

時　

令
和
二
年
十
月
二
十
八
日　

午
前
十
時

二　

場　

所　

第
一
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

宮
城
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

市
民
が
主
役
の
ま
ち
多

賀
城
を
創
る
会

鈴
木　

明
広

松
戸　

信
博

多
賀
城
市
町
前
三－

二－

二
一

令
和
二
年

�

九
月
十
五
日

鈴
木
あ
き
ひ
ろ
後
援
会

鈴
木　

邦
彦

松
戸　

信
博

多
賀
城
市
留
ケ
谷
一－

二
六－

二
八

令
和
二
年

�

九
月
九
日

多
賀
城
の
未
来
を
切
り

開
く
会

鈴
木
新
津
男

鈴
木　

安
子

多
賀
城
市
高
橋
二－

五－

三
一

令
和
二
年

�

九
月
二
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

公
明
党
仙
北
総
支
部

山
田　

和
明

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
鹿
島
台
木

間
塚
字
姥
ヶ
沢
六

八－

八

大
崎
市
鹿
島
台
木

間
塚
字
姥
ヶ
沢
五

五－

二

令
和
二
年

�

九
月
十
四
日

自
由
民
主
党
鶯
沢
支
部

髙
橋　

寿
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
鶯
沢
南
郷

原
一－

三
五

栗
原
市
鶯
沢
南
郷

辻
前
七
七

令
和
二
年

�

八
月
一
日

代
表
者
の�

氏

名

髙
橋　

寿
一

佐
藤　

早
夫

自
由
民
主
党
迫
支
部

伊
藤　

良
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

登
米
市
迫
町
北
方

字
金
ヶ
森
一
六－

一
一

登
米
市
迫
町
新
田

字
北
深
沢
一
三
七

令
和
二
年

�

九
月
四
日

代
表
者
の�

氏

名

伊
藤　

良
雄

大
場　

文
雄

自
由
民
主
党
桃
生
支
部

千
田　

直
人

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
桃
生
町
太

田
字
薬
田
一
七
七

－

三

石
巻
市
桃
生
町
太

田
字
薬
田
一
八
三

－

五

令
和
二
年

�

九
月
四
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

大
野
栄
光
後
援
会

山
下　

孝
明

代
表
者
の�

氏

名

山
下　

孝
明

日
下　

貞
義

令
和
二
年

�

九
月
四
日

私
鉄
東
北
交
通
政
策
研

究
会

小
池　

泰
博

会
計
責
任
者

の

氏

名

芳
賀　
　

孝

藤
岡　

英
昭

令
和
二
年

�

八
月
二
十
六
日

庄
子
け
ん
い
ち
後
援
会

庄
子　

賢
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
新

寺
五－

九－

二
〇

仙
台
市
宮
城
野
区

岩
切
字
水
分
三
七

－

一
四

令
和
二
年

�

九
月
十
四
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。



（7）　令和２年10月23日　金曜日 第149号宮　　城　　県　　公　　報
　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

し
が
勝
利
後
援
会

志
賀　

勝
利

令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

庄
子　

賢
一

庄
子
け
ん
い
ち
後

援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
新
寺

五－

九－

二
〇

仙
台
市
宮
城
野
区
岩

切
字
水
分
三
七－

一

四

令
和
二
年

�

九
月
十
四
日

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

し
が
勝
利
後
援
会

報
告
年
月
日
　
２
. ３
. 18（

１
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

551,330 

　
　
　
前
年
繰
越
額

86,802 

　
　
　
本
年
収
入
額

464,528 

２
　
支
出
総
額

551,330 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

464,528 

　
　
　
個
人
分

464,528 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

491,606 

　
　
　
人
件
費

125,500 

　
　
　
光
熱
水
費

8,488 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

46,270 

　
　
　
事
務
所
費

311,348 

　
　
政
治
活
動
費

59,724 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

59,724 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

59,724 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
志
賀
勝
利

114,528 塩
釜
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

350,000 


